
事業群評価調書（平成28年度実施）
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１．計画等概要

基準値 実績
(H27)

達成率

- - -

２．27年度取組実績

H27実績 一般財源 人件費(参考) H27目標 H27実績 達成率

H28計画 一般財源 人件費(参考) H28目標 ― ―

― ― ―

3 ― ―

― ― ―

― ― ―

基 本戦 略名 交流を生み出し活力を取り込む 事業群主管所属 企画振興部新幹線・総合交通対策課

施 策 名 新幹線開業に向けた戦略的取組の推進 課 ( 室 ) 長 名 早稲田　智仁

事 業 群 名 アクションプラン等の策定・推進 事業群関係課(室)

【事業群取組内容（総合計画に掲げる取組）】

《長崎県総合計画チャレンジ2020　本文》

　九州新幹線西九州ルート開業に向けて交流人口の拡大など地域活性化を図るため、県民、関係団体、行政が協力し、新幹線の開業効果を見据えた取組を行います。

事業群指標
最終目標
（H29）

【進捗状況の分析】

アクションプランの策定 策定
　平成29年度のアクションプラン策定に向けて、平成28年度から策定会議を設置して具体的な内容について検討を開始するととも
に、各種調査を実施することとしている。平成27年度は、県庁内に「新幹線活用プロジェクトチーム」を設置して会議を3回開催し、
アクションプランの策定体制や実施スケジュール等について関係課と意見交換を行った。

事業群の進捗状況 －

【事業群取組内容（総合計画に掲げる取組）の分析】

《取組項目及び現状と課題》

ⅰ）アクションプランの策定

・平成34年度に予定されている九州新幹線西九州ルートの開業を見据え、新幹線開業効果を最大限に高め、その効果を県内各地に波及させるため、官民が一体となって取り組む行動計画を策定する。
・平成28年秋頃から交通・観光関係、経済団体等で構成する策定会議等で具体的な内容について検討を開始し、平成29年秋頃にアクションプランを策定する予定としている。
・プランの構成は、「①交流基盤整備」「②観光振興」「③産業・地域振興」の３つの柱を予定しており、地域別の計画についても記載することとしている。

取組
項目

事務事業名 事業
期間

事業費(上段:実績、下段:計画、単位:千円） 事　　　業　　　概　　　要 指標（上段：活動指標、下段：成果指標）

事業の成果等

中
核
事
業

事業対象
事業内容

（事業の実施状況）
指標 主な目標

所管課(室)名

取組
項目
ⅰ

アクションプラン策定
事業

（H28
新規）
H28-29

-

新幹線・総合交通対策課

○

11,293 11,293 16,130 成果
指標

アクションプランの策
定

-
県、市町、民
間企業等

策定会議の開催や各種調査を実施し、ア
クションプランの素案を策定する。

活動
指標 策定会議の開催回数

―

-



３．検証及び問題点の抽出
【課題解決に向けて取り組んだ事務事業の実績の検証】

４．29年度実施に向けた方向性
【問題点解決に向けた方向性】 【個別事務事業の見直し】

事業構築の視点

―

・九州新幹線西九州ルートの開業効果を最大限に引き出し、その効果を県内全域に波及させていくには、アクションプランを策定するだけでなく、策定した内容を具体的にどのように実行していくかが課題とな
る。そのためには、策定の段階から民間や地域で活躍している方々の意見を取り入れ、行政と民間が一丸となって戦略的にプランを推進していく体制を構築する必要がある。また、民間が主体となった取り組み
を促すには、いかに新幹線開業に対する認知度を高め、民間の意欲を引き出していくかが重要となってくる。

事務事業名 見直しの方向 見直し区分

アクションプラン策定後、新幹線開業に向けた機運醸成やリーディ
ング事業の構築など、民間が主体となって取り組む施策を今後検
討していく。

アクションプラン策定
事業

アクションプラン策定後、新幹線開業の機運醸成につながるイベント事業や情報発信事業、新
幹線開業効果を高める先導的な民間プロジェクトへの支援事業など、民間が主体となって取り
組む施策を他県の例も参考にしながら今後検討していく。

現状維持


